
写真-1 動的貫入試験装置（ミニラム）
図-1 透水試験器具（特許出願中） 

特願 2015-34106 号 

図-2 透水区間の設置方法（特許出願中）

河川堤防の浸透に対する強化対策の設計では、不飽和

な堤体の飽和透水係数の設定が大変重要です。 

新しく開発した「打ち込み式現場透水試験」は、ボー

リング機械を用いずに、ミニラム（写真-1）によって透

水試験器具を打撃貫入し、任意の深度に透水区間を設置

することができます。また水位一定に保つことができる

送水システムによって、不飽和な堤体の任意の深度にお

いて、注水法による透水試験ができます。透水係数の算

定は、（E-19法）の式が適用できます。 

（E-19 法の算定式を地下水位との

関係から使い分ける） 

（透水試験器具を打撃貫入中）
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「打ち込み式現場透水試験」の試験方法は、図-2及び3

に示すとおりです。 

「打ち込み式現場透水試験」は、従来のボーリング機械

による「単孔式現場透水試験」の方法に比べ、試験コス

トで約50%、時間コストで約1/4に縮減が可能です。

不飽和土の飽和透水係数の算定式（E-19法） 
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図-3 打ち込み式現場透水試験方法
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図-4 打ち込み式現場透水試験実施例

k=8.1×10-2 cm/sec

●利用方法 

① 不飽和土の現場透水試験（注水法） 

② 透水区間の設置方法は、水位観測井としても利用可能

（地すべり調査など） 

③ 細径ベーラーを使えば採水が可能（土壌汚染調査） 

●適用深度及び対象土質：打撃貫入可能な深度及び地層

（実績： 最大深度10ｍ、対象土質：緩い砂） 


